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地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 061300758

【連携した結果に対する評価】
  日々の作業工程の中で特に収穫作業や大根の土寄せなどの仕事をしていただき大変ありがたい。指導の方も熱心である。また、
  弊社の日誌報告システムの入力を進めてくれたことはありがたくスマホを通して日々の日誌報告の精度も上がってきている。
【今後の連携強化に向けた今後の課題】
  個々の能力に差が生まれてきているので、事前情報を日誌に報告いただけると、次の日の仕事の割り振りの予定が組める。各現
  場のリーダーともっとコミュニケーションを取っていただき、できる仕事を増やしていろいろな体験をしていただきたい。

住 所 鶴岡市文園町6-42 管理者名 佐藤 由美

self-A・よつ葉鶴岡 事業所番号

【活動場所】株式会社 農園貞太郎
【実施日程】令和5年6月28日～ 月～土 9:30～14:00
【実施した生産活動 施設外就労の概要】
 大根収穫、積み込み、土寄せ・除草などの補助作業
【利用者数】 4～6名 （知的1～2名・精神3～4名）

【地域連携活動のねらい】
  繁忙期に人材不足となる農家の課題・要望に応えるた
  め、農家と協力し、障がい者でも農作業が行えるよう
  に仕事の切り出しを行ない、施設外就労により働く場
  を創出する。
【地域連携活動のメリット】
  担い手不足の農業に参入して、地域農業の活性化に繋
  げることができる。また、農業を通じて社会との繋が
  りを実感できるなど、障がい者の社会参加に繋がる。
【対象者にとってのメリット】
  社会との繋がりを持つことが出来る。また、様々な仕
  事を経験することにより、農業に関する職業スキルを
  高めることができる。

  作業が切り替わる際の指導に時間がかかってしまうた
  め、利用者によってどのように指示をすると円滑に作
  業ができるのか、職員同士が効率の良い作業手順や注
  意事項等情報共有していく必要がある。

＜課題＞

＜成果＞
  それぞれの特性にマッチした業務を行うことができ
  た。また、業務分担することで、作業効率の向上にな
  った。そして、地域の農家と協力して作業することに
  より、仕事に「やりがい」を感じ、モチベーションが
  持続し、 日々の充実感を得ることに繋がった。

【大根収穫】

抜いた大根は、畝にきれい

に並べていく。

【除草作業】

大根の苗を傷つけないように

気を付けながら作業を行う。

【積み込み】

収穫した大根は、きれいに洗い、カゴに積み重

ねていく。ここから様々な商品に加工される。


